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0.05µg/ml， 最 大0.15µg/ml， 平 均0.088µg/ml±
0.02₇とそれぞれ大きな個人差がみられたが，同
じ受容体によって伝えられるはず二つの感度の間
にも明確な相関はみられなかった．TRPV1領域
約49kbp の中でもエクソンを中心に合計約12 kbp
の配列を調べたゲノム配列解析からは新規のもの
を含めた多数の SNP が検出され，それらのうち
のいくつかは熱痛覚感度との相関がみられたが，
カプサイシン感度との相関はみられなかった．本
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研究からは，熱痛覚感度とカプサイシン感度は独
立した認識システムを持つこと及び熱痛覚感度の
ほうがゲノム配列の影響を受けている可能性が高
いことが明らかになった．カプサイシンに対する
感覚により強く影響を与えていると思われるゲノ
ム配列非依存性の要因については今後のさらなる
研究が必要とされる．
